
混
凝
土
調
査
会
の
設
置

│
昭
和
3
年

目
的
は
示
方
書
制
定

　
土
木
学
会
に
お
い
て
設
立
が
最
も
早
い
研

究
委
員
会
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
の

前
身
で
あ
る「
混
コ
ン
ク
リ
ー
ト

凝
土
調
査
会
」設
立
に
つ
い

て
、土
木
学
会
誌
1
9
2
8（
昭
和
3
）年
8

月
号「
会
務
」（
現
在
の
土
木
学
会
誌
の「
土

木
学
会
の
動
き
│
理
事
会
報
告
」に
相
当
）か

ら
抜
粋
す
る
。な
お
、漢
字
や
仮
名
遣
い
を
現

在
の
も
の
に
改
め
、必
要
に
応
じ
て
筆
者
に
よ

る
注
釈
を【 

】に
て
加
え
た
。

昭
和
3
年
5
月
29
日
役
員
会
を
開
き【
中

略
】下
記
事
項
を
決
議
せ
り
。

・ 
下
記
2
調
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

イ 

混
凝
土
調
査
会

　

ロ  

用
語
調
査
会【
以
下
、用
語
調
査
委
員

会
に
つ
い
て
の
記
述
は
省
略
】

・ 

調
査
期
間
、調
査
範
囲
、予
算
等
は
大
体

次
の
通
り
と
す
る
。

　

イ  

混
凝
土
調
査
会 

 

期
間　
約
1
箇
年（
但
し
1
年
後
に

お
い
て
存
続
す
べ
き
か
否
か
は
そ
の

際
協
議
す
る
こ
と
） 

 

調
査
範
囲　

ま
ず
混
凝
土
の
施
工
示

方
書
を
研
究
制
定
す
る
こ
と 

 

予
算　
約
1
千
円【
同
年
度
の
土
木

学
会
の
会
費
収
入
は
約
3
万
7
千
円
、

総
収
入
は
約
6
万
1
千
円
。当
時
の

正
会
員
の
年
会
費
18
円
、准
員
12
円
、

学
生
員
7
円
50
銭
】

・ 

上
記
調
査
会
の
設
置
準
備
と
し
て
次
の

会
員
に
準
備
委
員
と
し
て
依
頼
状
を
発

送
す
る
こ
と

　

イ  

混
凝
土
調
査
会
準
備
委
員　

永
山
弥

次
郎
君（
東
大
）、
高
橋
逸
夫
君（
京

大
）、吉
田
徳
次
郎
君（
九
大
）、大
河

戸
宗
治
君（
鉄
道
省
）、牧
野
雅
楽
之

丞
君（
復
興
局
）、物
部
長
穂
君（
内
務

省
）、黒
河
内
四
郎
君（
鉄
道
省
）

　
『
創
立
40
周
年 

土
木
学
会
略
史
』

（
1
9
4
9
年
）で
は
、「
混
凝
土
工
学
の
発

達
に
伴
い
、土
木
事
業
に
お
い
て
は
大
い
に

こ
れ
が
利
用
に
よ
り
工
事
実
施
上
一
新
紀
元

を
画
す
る
に
至
り
、ま
た
従
来
こ
れ
が
使
用

に
際
し
て
は
施
工
上
各
所
任
意
に
示
方
そ
の

他
こ
れ
を
定
め
こ
の
間
何
等
の
統
一
な
く
、

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
斯
業
の
発
展
上
す
こ

ぶ
る
遺
憾
で
あ
っ
た
の
で
、統
一
的
の
も
の

の
調
査
選
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
」と
そ
の

設
立
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る）

1
（

。

  

そ
し
て
同
年
10
月
30
日
の
役
員
会
に
て
混
凝

土
調
査
会
委
員
名
簿
が
承
認
さ
れ
た
。な
お
、

【
】に
て
付
記
し
た
各
委
員
の
所
属
お
よ
び
専

門
分
野（
鉄
道
・
電
力
以
外
）は『
土
木
人
名

辞
典）

2
（

』等
に
よ
っ
た
。

委
員
長　

大
河
戸
宗
治【
鉄
道
省
】、幹
事
長 

永
山
弥
次
郎【
東
京
大
学
】

委
員
兼
幹
事　

高
橋
逸
夫【
京
都
大
学
】、吉

田
徳
次
郎【
九
州
大
学
】、藤
井
眞
透【
内

務
省
：
道
路
】、中
山
忠
三
郎【
鉄
道
省
】、

岡
部
三
郎【
東
京
市
：
港
湾
・
河
川
】、黒

河
内
四
郎【
鉄
道
省
】、平
山
復
二
郎【
鉄

道
省
】、菊
池
英
彦【
日
本
発
送
電
】、山

中
良
樹【
鉄
道
省
】、三
浦
七
郎【
内
務
省：

道
路
・
橋
梁
】、鈴
木
雅
次【
内
務
省
：
港

湾
】、
田
中
寅
男【
東
京
市
：
下
水
道
】、

田
中 

豊【
鉄
道
省 

兼 

内
務
省
復
興
局
：

橋
梁
】、菊
池 

明【
内
務
省
：
道
路
】、石

川
眞
三【
朝
鮮
鉄
道
】

委
員 【
氏
名
は
省
略
：
41
名
】

  

ま
た
、当
時
の
役
員
会
報
告
に
は
、示
方
書

の
原
案
作
成
に
つ
い
て
、

・ 

幹
事
会
に
お
い
て
討
議
す
べ
き
最
初
の

原
案
を
幹
事
・
吉
田
徳
次
郎
博
士
に
依

頼
す
る
こ
と
。

・ 

設
計
に
関
す
る
示
方
書
は
田
中 

豊
幹
事

に
そ
の
原
案
作
成
を
委
託
す
る
こ
と

［新連載］第1回

土木学会を知ろう
─委員会の紹介

大内 雅博
高知工科大学 准教授

コンクリート委員会

OUCHI Masahiro

1968年茨城県生まれ。高知工科大学
システム工学群准教授。東京大学土木
工学科卒、同大学院博士課程修了。博士
（工学）。専門はコンクリート工学、特に
自己充填コンクリート。前 土木学会誌編集幹事長、現 
土木学会百年誌編集幹事長。
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と
記
述
が
あ
る
。

　
調
査
会
設
立
か
ら
3
年
後
の
1
9
3
1
年

9
月
に『
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
』

が
土
木
学
会
誌
の
別
冊
付
録
と
し
て
発
行
さ

れ
、同
年
10
月
に
は
同
示
方
書
解
説
が
学
会

誌
に
掲
載
さ
れ
た（
こ
れ
ら
は
全
文
を「
土
木

学
会
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」に
て
W
E
B

上
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
）。

　
以
上
が
、現
在
の
土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー

ト
委
員
会
に
つ
な
が
る
組
織
の
創
設
の
経
緯

と
活
動
開
始
時
の
状
況
で
あ
る
。現
在
の
様

相
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、も
う
少
し
具
体

的
に
当
時
の
記
録
や
土
木
学
会
略
史
か
ら
掘

り
下
げ
て
み
た
い
。現
在
と
の
差
異
や
変
遷

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、土
木
学
会
の
あ

り
か
た
を
考
え
る
上
で
示
唆
を
与
え
る
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。

「
混
凝
土
調
査
会
」設
置
以
前
の
土
木
学
会

の
活
動

　
「
混
凝
土
調
査
会
」が
現
存
す
る
最
古
の
研

究
委
員
会
の
前
身
で
あ
る
な
ら
ば
、そ
の
14

年
前
に
設
立
さ
れ
た
土
木
学
会
の
活
動
内
容

は
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
混
凝
土
調
査
会
設
立
時
の「
昭
和
3
年
度

土
木
学
会
事
業
報
告
」に
よ
れ
ば
、当
時
の
土

木
学
会
の
主
な
事
業
は
、役
員
会
や
総
会
を

別
に
す
れ
ば
、講
演
会
3
回
開
催
、混
凝
土
調

査
会
、用
語
調
査
会
、東
京
市
内
外
高
速
鉄
道

調
査
委
員
会
、会
誌
発
行
6
回（
隔
月
刊
）、

会
員
名
簿
発
行
、土
木
賞
牌
贈
呈
1
件
、視
察

旅
行
1
回
開
催
、関
西
支
部
事
業（
講
演
会
、

見
学
旅
行
等
）と
あ
る
。「
昭
和
3
年
度
土
木

学
会
決
算
報
告
書
」に
よ
れ
ば
、一
番
大
き
な

支
出
科
目
は
郵
送
料
込
み
の「
会
誌
費
」で
あ

り
、全
収
入
の
30
％
、会
費
収
入
の
49
％
を
占

め
て
い
た
。2
0
1
0
年
度
決
算
に
お
け
る

『
土
木
学
会
誌
』へ
の
支
出
は
全
事
業
収
入
の

10
％
、会
費
収
入
の
21
％
で
あ
る
。当
時
は
現

在
以
上
に
会
誌
発
行
が
土
木
学
会
の
主
要
な

事
業
で
あ
っ
た
。

 

「
混
凝
土
調
査
会
」設
置
以
前
の
土
木
学

会
に
お
け
る
調
査
研
究
委
員
会

　
「
混
凝
土
調
査
会
」以
前
に
土
木
学
会
に
お

い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
委
員
会
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。『
創
立
40
周
年 

土
木
学
会

略
史
』（
1
9
4
9
年
）中
の「
各
種
の
調
査

委
員
会
」と
し
て
、学
会
創
設
以
来
の
調
査
委

員
会
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、「
混
凝
土
調

査
会
」が
最
初
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。主
な
も
の
を
以
下
に
列
挙
す
る
と
、

・ 

1
9
1
7（
大
正
6
）年
5
月
〜
1
9
1
9

年
6
月「
東
京
市
内
外
交
通
調
査
委
員
会
」

（
帝
国
鉄
道
協
会
と
協
同
し
て
組
織
）

・ 

1
9
2
0
年
2
月
〜
1
9
2
3
年
3
月
：

大
阪
市
長
の
委
嘱
に
よ
る「
大
阪
市
内
外

高
速
鉄
道
調
査
会
」（
帝
国
鉄
道
協
会
と
協

同
し
て
組
織
）

・ 

1
9
2
4
年
1
月
〜
1
9
2
7
年
12
月
：

「
震
害
調
査
会
」（
土
木
学
会
独
自
の
関
東

大
震
災
に
関
す
る
資
料
収
集
・
被
害
原
因

の
究
明
と
合
計
3
巻
の
報
告
書
の
発
行
）

で
あ
っ
た
。

  

現
在
の
土
木
学
会
の「
調
査
・
研
究
部
門
」

に
属
す
る「
各
分
野
」を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
な
委
員
会
組
織
は
や
は
り「
混
凝
土
調
査

会
」が
最
初
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ

う
。

実
務
に
直
結
し
た
内
容

　
「
混
凝
土
調
査
会
」と
同
時
に
設
立
さ
れ
た

「
用
語
調
査
会
」の
目
的
も
土
木
用
語
集
の
編

集
で
あ
り
、い
ず
れ
も
土
木
の
実
務
に
直
接

役
立
つ
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。実
は
、現
在
に
続
く
研
究
委
員
会
の

前
身
と
な
る
組
織
設
立
の
2
番
手
は

1
9
4
0（
昭
和
15
）年
7
月
の「
水
理
公
式

調
査
委
員
会
」で
あ
り
、当
初
の
目
的
は
水
理

公
式
集
の
編
集
で
あ
っ
た
。

委
員
の
構
成

　
現
在
の
学
会
の
研
究
委
員
会
は
大
学
教
員

が
主
た
る
構
成
要
員
と
の
印
象
が
あ
る
。土

木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
に
お
け
る
総

括
的
な
意
思
決
定
機
関
で
あ
る「
常
任
委
員

会
」の
2
0
1
2
年
度
の
メ
ン
バ
ー
は
委
員

長
以
下
43
名
、委
員
長
・
幹
事
長
を
含
め
て

大
学
教
員
は
30
名
で
70
％
を
占
め
て
い
る
。

他
は
発
注
者
6
名（
14
％
）、
建
設
5
名

（
12
％
）、
そ
し
て
材
料
メ
ー
カ
ー
2
名

（
5
％
）で
あ
る
。

  

委
員
会
の
目
的
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い

が
、現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
常
任
委

員
に
相
当
す
る
の
は
設
置
当
時
の「
混
凝
土

調
査
会
委
員
兼
幹
事
」で
あ
ろ
う
。委
員
長
・

幹
事
長
を
含
め
て
17
名
で
あ
る
が
、大
学
教

官
は
3
名（
18
％
）の
み
で
あ
っ
た
。他
は
鉄

道
省
と
内
務
省
の
技
術
者
が
大
部
分
を
占
め

て
い
た
。初
代
委
員
長
は
鉄
道
省
の
大
河
戸

宗
治（
1
8
7
7
〜
1
9
6
0
年
）で
あ
り
、

委
員
長
就
任
の
翌
年
に
は
土
木
実
務
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
鉄
道
省
工
務
局
長
と
な
っ
た
。そ

し
て
、大
学
教
官
以
外
の
委
員
兼
幹
事
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
よ
り
は
各
イ
ン
フ
ラ
の

専
門
家
で
あ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、先
に
示
し
た
通
り
、最
初
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
か
ら
原
案
作
成
を

手
が
け
た
の
が
吉
田
徳
次
郎（
1
8
8
8
〜

1
9
6
0
年
）で
あ
り
、わ
が
国
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学
の
父
と
呼
ば
れ
て
い
る
。吉
田

が
二
代
目
委
員
長
と
な
る
の
は
九
州
大
学
か

ら
異
動
し
て
東
京
大
学
に
着
任
し
た
翌
年
の

1
9
3
9
年
で
あ
り
、以
後
、コ
ン
ク
リ
ー
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ト
工
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教
員
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
委
員
長
の
任
に
就
き
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

吉
田
徳
次
郎
か
ら
國
分
正
胤
、

そ
し
て
現
在
へ

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
」の
役
割
の
変
遷

　
混
凝
土
調
査
会
は
1
9
3
6
年
に「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
調
査
委
員
会
」、1
9
4
8
年
に

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
」、1
9
5
8
年
に

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
常
置
委
員
会
」と
名
称
を
改

め
て
き
た
が
、1
9
6
2
年
に「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
委
員
会
」に
戻
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。名

称
は
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、創
設
以
来

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
」の
最
大
の
使
命
が

示
方
書
の
編
集
・
改
訂
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
い
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
品
質

と
性
能
の
確
保
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

　
第
二
次
大
戦
中
の
活
動
中
断
を
は
さ
み
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
は
1
9
4
8
年
に
活
動

を
再
開
し
た
。吉
田
徳
次
郎
委
員
長
の
下
、海

外（
特
に
ア
メ
リ
カ
）で
の
技
術
の
進
歩
も
取

り
込
ん
だ
示
方
書
の
改
訂
の
た
め
で
あ
っ
た
。

1
9
4
9
年
に「
昭
和
24
年
制
定
コ
ン
ク
リ
ー

ト
標
準
示
方
書
」が
出
版
さ
れ
、当
時
学
会
誌

の
発
行
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
土
木
学
会
の

財
政
は
一
気
に
好
転
し
た）

3
（

。示
方
書
の
売
り
上

げ
が
土
木
学
会
の
財
政
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
に
は
現
在
も
変
わ
り
が
な
い
。

　
一
方
、1
9
6
2
年
以
来
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
委
員
会
」自
体
は
総
括
的
常
置
機
関
と
な

り
、実
際
の
活
動
は
目
的
別
に
設
け
ら
れ
た

「
小
委
員
会
」が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。示
方

書
の
制
定
・
改
訂
も
示
方
書
改
訂
小
委
員
会

が
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。現
在
は
5
年
に

1
回
の
改
訂
が
行
わ
れ
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」に
よ
る
解
説
書
の
刊
行
も
同
時

に
行
わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、全
国
各
地
で
講

習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

示
方
書
以
外
に
も
目
的
別
の
小
委
員
会
を

設
置

　
戦
後
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
の
制
・

改
訂
以
外
を
目
的
と
し
た
委
員
会
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。1
9
5
3
年
に

P
C
の
設
計
お
よ
び
施
工
指
針
の
研
究
を
目

的
と
し
て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

委
員
会
が
、そ
し
て
国
鉄
の
受
託
に
よ
る
期
限

付
き
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
構
造
物
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
。委
員
長
は
と
も
に
吉
田
徳
次

郎
で
あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
当
初
コ
ン

ク
リ
ー
ト
委
員
会
と
は
並
列
す
る
形
で
あ
っ

た
が
、1
9
6
2
年
以
降
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委

員
会
の
下
に
位
置
す
る「
小
委
員
会
」と
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、新
技
術
や
受
託
研
究
、そ
し
て
国

際
対
応
を
目
的
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員

会
が
多
く
の
小
委
員
会
を
設
け
て
活
発
な
研

究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、吉
田
徳

次
郎
の
遺
志
を
引
き
継
い
だ
國こ
く

分ぶ

正ま
さ

胤た
ね

（
1
9
1
3
〜
2
0
0
4
年
、委
員
長
在
任
は

1
9
6
1
〜
1
9
8
2
年
）に
よ
る
委
員
会

組
織
や
研
究
助
成
体
制
の
整
備
の
、そ
し
て
そ

の
後
の
歴
代
各
委
員
長
の
主
導
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
各
小
委
員
会
に
よ
る
研
究
成
果
は『
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、内
容
に
つ
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
常
任

委
員
会
の
審
議
を
経
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
講
習
会
も
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』の
刊
行
点

数
と
ペ
ー
ジ
数
の
合
計
の
推
移
を
図
1
に
示

し
た
。わ
が
国
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
や
技

術
開
発
の
活
発
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
最
先
端
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
は
そ
の
成
熟
を
待
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
た）

5
（

。

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会

  

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
は
、三
つ
に

分
類
さ
れ
る
小
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
組

織
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は「
土
木

学
会
略
史 

1
9
9
4
│
2
0
0
4
」の
前
川

宏
一（
1
9
9
5
年
当
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

委
員
会
幹
事
長
）に
よ
る「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委

員
会
」に
お
け
る
記
述
を
若
干
編
集
し
て
引

用
す
る）

6
（

。

［新連載］第1回

在任期間 氏名（所属）

1928～ 1939 大河戸宗治（鉄道省）

1939～ 1960 吉田徳次郎（東京大学）

1961～ 1982 國分正胤（東京大学）

1982～ 1986 樋口芳朗（東京大学）

1986～ 1988 岡田  清（京都大学）

1988～ 1991 小林一輔（東京大学）

1991～ 1995 長瀧重義（東京工業大学）

1995～ 1999 岡村 甫（東京大学）

1999～ 2003 魚本健人（東京大学）

2003～ 2007 丸山久一（長岡技術科学大学）

2007～ 2011 宮川豊章（京都大学）

2011～現 在 二羽淳一郎（東京工業大学）

表1　歴代コンクリート委員長（所属は就任時のもの）

土木学会を知ろう
─委員会の紹介
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1
9
9
5
年
か
ら
目
的
に
応
じ
て
小
委

員
会
を
3
タ
イ
プ【
第
一
種
小
委
員
会
、第

二
種
小
委
員
会
、第
三
種
小
委
員
会
】に
分

類
し
、そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
目
標
、活
動
期

間
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
し
た
。

  

外
部
か
ら
の
委
託
に
対
し
て
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、技
術
の
進
展
に
対
応
し
て
、標

準
示
方
書
の
基
本
理
念
に
則
し
て
指
針
類

を
整
備
し
、社
会
基
盤
施
設
の
品
質
と
性
能

の
確
保
に
貢
献
を
行
っ
て
き
た
。

  

第
一
種
委
員
会
は
公
共
公
益
性
の
高
い
目

的
を
担
い
、第
二
種
委
員
会
は
土
木
学
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
も
っ
て
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。い
ず

れ
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
を
通
じ
て
活

動
経
費
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
標
準
示
方
書
改
訂
小
委
員
会
は
第

一
種
に
、研
究
委
託
小
委
員
会
は
原
則
と
し

て
第
二
種
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
に
関
連
し
た
社

会
問
題
や
地
震
被
害
を
受
け
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
、衆
目
の
注
視
を
受
け

る
社
会
的
な
事
柄
も
複
数
発
生
し
た（
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
崩
落
事
故
、六
価
ク
ロ

ム
問
題
、ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
劣
化

問
題
、震
災
被
害
構
造
の
原
因
調
査
分
析
な

ど
）。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
調
査
結
果
と
技

術
的
な
対
応
策
や
見
解
を
中
立
的
立
場
か

ら
1
年
以
内
を
目
処
に
提
示
す
る
と
と
も

に
、
出
版
物
と
講
習
会
で
世
に
問
う
て
き

た
。こ
れ
ら
の
活
動
も
第
一
種
小
委
員
会
活

動
に
含
ま
れ
る
。

　

こ
こ
で
提
案
型
・
公
募
型
・
時
限
付
き

の
小
委
員
会
設
置
の
シ
ス
テ
ム【
第
三
種
小

委
員
会
】を
新
た
に
導
入
し
、学
会
会
員
の

技
術
向
上
に
柔
軟
か
つ
機
敏
に
対
応
す
る

体
制
を
整
え
、独
立
採
算
制
の
原
則
の
も
と

に
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の

出
版
と
講
習
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通

し
て
、成
果
を
社
会
に
公
表
し
て
き
た
。す

べ
て
の
小
委
員
会
に
は
活
動
期
間
を
設
立

段
階
で
設
定（
原
則
2
年
）し
、同
一
委
員

長
の
も
と
で
は
一
期
の
み
と
し
延
長
を
認

め
得
る
ル
ー
ル
と
し
た
。

  

常
任
委
員
会
を
含
む
す
べ
て
の
小
委
員
会

は
、年
間
活
動
概
要
な
ら
び
に
成
果
報
告
書

を
毎
年
1
回
、取
り
ま
と
め
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
委
員
会
に
提
出
し
て
き
た
。こ
の
報
告
は

す
べ
て
土
木
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会

の
ペ
ー
ジ）

7
（

か
ら
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  
以
上
が
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
の

組
織
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。そ
の
後
も
、供

用
開
始
前
の
垂
井
高
架
橋
で
発
生
し
た
ひ
び

割
れ
損
傷
問
題
や
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
津
波
被
害

等
に
関
す
る
調
査
研
究
活
動
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
2
0
1
2
年
度
現
在
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
委

員
会
で
は
示
方
書
改
訂
を
含
む
四
つ
の
第
一

種
小
委
員
会
、八
つ
の
第
二
種
委
員
会（
う
ち

委
託
委
員
会
が
三
つ
）、そ
し
て
八
つ
の
第
三

種
小
委
員
会
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

  

な
お
、本
稿
は
土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委

員
会 

二
羽
淳
一
郎
委
員
長
お
よ
び
下
村 

匠

幹
事
長
の
指
名
に
よ
り
大
内
が
執
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。
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